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防災行政無線等の戸別受信機の普及促進に関する研究会

綾瀬市防災行政用無線の概要と導入
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①綾瀬市の概要

綾瀬市が市制を施行したの
は、昭和53年11月で、県下19
番目の市として誕生しました。
綾瀬市は都心へ４０ｋｍ

横浜へ２０ｋｍの首都圏域に
あります。首都圏域にありな
がら、緑豊かな自然環境に恵
まれています。

市のマスコットキャラ
クター 「あやぴぃ」
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①綾瀬市の概要

行 政（平成２９年３月１日）

市議会議員 ２０人

職 員 ６０２人

教 育

小 学 校 １０校

中 学 校 ５校

高 等 学 校 ２校

人 口（平成２９年３月１日）

人口総数 ８４，３０９人

世帯数 ３３，８０５世帯

平均年齢 ４４．９歳

面 積 ２２．１４k㎡

市街化区域 10.28 k㎡
市街化調整区域 11.86 k㎡
（内厚木基地 3.95 k㎡）
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綾瀬市都市計画図

市北東部には行政
面積の約6分の1を
占める厚木基地が
存在しています。
また、厚木基地全体
の約78％が綾瀬市
に位置しています。
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②防災行政用無線のデジタル化について

昭和６２年 防災行政用無線（アナログ）を導入

平成９～１２年 一度目の更新（アナログ）

平成２６～２８年 二度目の更新（デジタル化へ）
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②防災行政用無線のデジタル化について

【平成９年度の更新】

親局、操作卓、子局（２６局）、

戸別受信機（１８，０１７台）を整備

老朽化に伴い、デジタル化を検討
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②防災行政用無線のデジタル化について

【デジタル化の概要】

平成２４年 基本設計

平成２５年 実施設計

平成２６年 施工（親局等工事）

⇒平成２６～２８年 戸別受信機整備
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②防災行政用無線のデジタル化について

【反省点】

前回の整備（H9）では、親局のみ入札

子局や戸別受信機は落札者からしか購入で

きず、高価（約3.５万円）になってしまっ

た。
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②防災行政用無線のデジタル化について

親局だけでなく、子局、再送信子局、戸別

受信機本体、戸別受信機や空中線の取り付

け、アナログ戸別受信機の撤去、保守点検

業務をまとめてプロポーザルを実施、その

後、一社随意契約とした。

前回の反省を踏まえ．．．
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②防災行政用無線のデジタル化について

【主な仕様】

・親局 １局

・操作卓 ２局

・子局 ３３局

・再送信子局 ２局

・戸別受信機 ２１，０００台（当初）

・空中線設置 ６，３００本（見込） 等
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②防災行政用無線のデジタル化について

【考慮した点】

・仕様書は全ての会社の機器に適用できるよう作成

⇒具体的には、移行期間内は操作卓を２台でも可能

にした。

・平成２７～２８年度の戸別受信機購入価格は、プ

ロポーザル時の金額と同様にすることを明記。
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②防災行政用無線のデジタル化について

【プロポーザル】

６社が参加意向、その内４社が実際に参加

H26～28総合計額※ [円] 市設計額との比 [%]

市設計額 １，６３０，９２９，６００ -

A社 １，４７３，２８１，６２７ 90

B社 ８９４，９１８，９９６ 55

C社 ８３７，７８４，０７８ 51

D社 １，５０３，８８２，９７８ 92

設計金額と比べ５１%に

※戸別受信機・空中線の取り付け、アナログ機撤去費等も含む
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②防災行政用無線のデジタル化について

【主な内訳】

工事費[円] 戸別受信機単価※[円]

市設計額 ２３２，１４６，０００ ５４，８６０

A社 １８６，５１６，０００ ４９，７００

B社 １１８，８００，０００ ２８，５００

C社 １６０，３８０，０００ ２４，４００

D社 １１７，８５８，７１５ ５４，８９９

工事費は３位であるが、戸別は１位の会社が最優秀者

※戸別受信機・空中線の取り付け、アナログ機撤去費は除く
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③まとめ

戸別受信機の数量が多い＝戸別受信機が安価な会社が総額も安価に

H26～28総合計額 ※[円] 市設計額との比 [%]

市設計額 １，６３０，９２９，６００ -

A社 １，４７３，２８１，６２７ 90

B社 ８９４，９１８，９９６ 55

C社 ８３７，７８４，０７８ 51

D社 １，５０３，８８２，９７８ 92

やり方次第では性能を落とさずに、安価で導入可能

※戸別受信機・空中線の取り付け、アナログ機撤去費等も含む 14


